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緊急地震速報と観測された震度の特徴
Earthquake Early Warning and Observed Seismic Intensity
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平成 23年（2011年）東北地方太平洋沖地震（Mw9.0）は，東北から関東地方に強震動をもたらした．この強震動の直
前に，気象庁は緊急地震速報（警報）を東北地方に発表し，この警報はＴＶ，ラジオ，携帯電話エリアメールサービス等
により放送された．また，1996年に計測震度が導入されてから，2回目となる震度 7が栗原市にて観測された（1回目
は，2004年の新潟県中越地震時の川口町）のをはじめ，東北～関東地方の広い範囲で震度６強や６弱を観測した．ここ
では，この緊急地震速報，および観測された震度の特徴について述べる．
　現在の気象庁の緊急地震速報の運用では，“予報”と“警報”の 2つの種類がある．“予報”では，震度３以上（また

は，Ｍ 3.5以上）と予測された場合に発表され，特に震度４以上が予測された場合にはその地域名も記される．“予報”
は，時間の経過に伴い更新され，１つの地震に対して数回から十数回発表される（東北地方太平洋沖地震では第１５報
まで）．一方，”警報”は，”予報”のうち，震度 5弱以上が予測された場合に，震度４以上を予測した地域に警告して発
表するもので，ＴＶ，ラジオ，携帯電話エリアメールサービス等により広く周知される．“警報”の発表は，原則１回の
みであるが，震度３以下と予測されていた地域が新たに震度５弱以上との予測になった場合には，その地域も追加され
る（警報の更新）．ただし，この警報の更新は，地震検知から「60秒以内のものに対して行う」との運用を行っている．
これは，2008年 5月 8日の茨城県沖M5.8の際のように，随分遅れて“警報”を発表することを制限するためである．
　東北地方太平洋沖地震では，14時 46分 40.2秒にOURI（石巻大瓜）にてＰ波を検知し，その 5.4秒後に予報第１報

を発表している．ただし，推定したＭは 4.3である．これは，今回の地震の最初の数秒間の振幅がきわめて小さいからで
ある．8.6秒後 (予報第 4報)でＭ 7.2と推定し，これに伴い，最大震度 5弱と予測した．この予報第 4報は，”警報”と
して発表された．この時間は，いずれの地点においてもＳ波の到着よりも早く，また，震度５弱以上が最初に観測され
るよりも約 15秒前である．その後，116.8秒後の予報第 15報まで発表を繰り返している．その予報第 15報では，M8.1
と推定している．このＭはモーメントマグニチュードの 9.0と比較すれば小さいものの，最大振幅から推定するＭとして
はほぼ上限に近い値である．実際，気象庁が最大振幅から求めたＭは 8.4である．
今回の地震の震度分布は，広い範囲で強い震動を観測している．栗原市 (震央距離 175ｋｍ)で震度 7を観測したのを

はじめ，東北から関東地方の広い範囲で震度 6強から 6弱を観測している（おおよそ，400�× 100�）．これは，Ｍ
w8.0の 2003年十勝沖地震の震度分布と比べてもかなり広い．また，今回の地震では，継続時間が長いのも特徴である．
東北地方では加速度記録には 2つの山があり，関東地方では，（震源からのＳ相よりも）かなり遅れた後続相により最大
加速度が記録されている．関東地方においては，震度１相当から震度 5弱相当になるまでにおよそ 80秒以上かかってい
る．また，関東や東北地方で震度４以上の継続時間は，120～190秒程度である．また，本震のスペクトルを見ると，高
周波（10Hz以上）がかなり大きく，この様な高周波の波が励起されたのも特徴である．
緊急地震速報の予報第 12－ 15報において，東京は震度 4と予測している．これは，実際に観測された震度 5強に比

べて，過小評価である．この過小評価は，おそらく，震源域の広がりを十分に考慮に入れられなかったためであろう．な
お，第 14報において茨城県北部でも震度５弱と予測したものの，警報は更新されなかった．これは，第 14報が 105秒
後と，（警報の更新条件である）60秒よりも遅かったためである．
本震後，緊急地震速報は必ずしも適切に発表されなかった．最初の数時間は，本震の大きなコーダ部分の影響や，停電

と断線等によるデータの欠落により，また，数日～数週間は，広い地域にわたって地震がほぼ同時に発生することも多
かったためである．本震後，3月 29日までの 19日間に，震度 5弱以上を観測する地震が 22回発生したがこのうち“警
報”を発表できたのは 15回である．また，同期間に 45回の“警報”を発表しているが，このうち 11回については最大
震度２以下のイベントであった．
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